
214 水田土壌水田土壌水田土壌水田土壌におけるにおけるにおけるにおける自然存在比自然存在比自然存在比自然存在比をををを用用用用いたいたいたいた施肥窒素挙動施肥窒素挙動施肥窒素挙動施肥窒素挙動のののの評価評価評価評価
生産生態制御学講座生産生態制御学講座生産生態制御学講座生産生態制御学講座 栽培土壌学分野栽培土壌学分野栽培土壌学分野栽培土壌学分野 斎藤斎藤斎藤斎藤 弘幸弘幸弘幸弘幸
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背景背景背景背景
肥料窒素肥料窒素肥料窒素肥料窒素をををを追跡追跡追跡追跡するするするする方法方法方法方法 新新新新たなたなたなたな方法方法方法方法

確立確立確立確立されされされされ
たたたた方法方法方法方法

目的目的目的目的 自然存在比自然存在比自然存在比自然存在比をををを用用用用いたいたいたいた水稲施肥由来水稲施肥由来水稲施肥由来水稲施肥由来N量量量量のののの定量的把握定量的把握定量的把握定量的把握

材料材料材料材料とととと方法方法方法方法

自然界自然界自然界自然界ではではではでは
14Nがほとんがほとんがほとんがほとん

どどどど

自然存在比自然存在比自然存在比自然存在比(自然自然自然自然
界界界界のののの15N存在割合存在割合存在割合存在割合)

はははは小小小小さいさいさいさい
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ナチュラルなナチュラルなナチュラルなナチュラルな肥料肥料肥料肥料でもでもでもでも
自然存在比自然存在比自然存在比自然存在比でででで窒素窒素窒素窒素をををを
追跡追跡追跡追跡できるできるできるできる？？？？

ナチュラナチュラナチュラナチュラ
ルなルなルなルな肥肥肥肥
料料料料もももも少少少少
量量量量のののの15N

をををを含含含含むむむむ測定機器測定機器測定機器測定機器のののの発達発達発達発達によりによりによりにより、、、、
植物植物植物植物やややや肥料肥料肥料肥料などのなどのなどのなどの自然自然自然自然
存在比存在比存在比存在比をををを見見見見ることがることがることがることが可能可能可能可能
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15Nラベルラベルラベルラベル

のののの肥料肥料肥料肥料でででで窒窒窒窒
素素素素をををを追跡追跡追跡追跡でででで
きるきるきるきる
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結果結果結果結果

供試品種供試品種供試品種供試品種：：：：はえぬきはえぬきはえぬきはえぬき
供試土壌供試土壌供試土壌供試土壌：：：：山形大学山形大学山形大学山形大学フィールドフィールドフィールドフィールド科学科学科学科学センターセンターセンターセンター水田土壌水田土壌水田土壌水田土壌
施肥方法施肥方法施肥方法施肥方法：：：：硫安溶液硫安溶液硫安溶液硫安溶液10mgN/pot表層施肥表層施肥表層施肥表層施肥
試料採取試料採取試料採取試料採取：：：：施肥後施肥後施肥後施肥後10日日日日、、、、21日日日日
計算式計算式計算式計算式：：：：植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来N量量量量

=

植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来N濃度濃度濃度濃度(%)

植物植物植物植物全全全全 NNNN量量量量××××    

対照区対照区対照区対照区 ナチュラルナチュラルナチュラルナチュラル区区区区 無施肥区無施肥区無施肥区無施肥区

材料材料材料材料とととと方法方法方法方法
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肥料肥料肥料肥料 15� −大気大気大気大気 15�濃度濃度濃度濃度
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大気大気大気大気

大気大気大気大気とととと植植植植
物物物物のののの15N

のののの自然存自然存自然存自然存
在比在比在比在比はははは異異異異
なるなるなるなる

なぜなぜなぜなぜ値値値値にににに
違違違違いがあいがあいがあいがあ
るのかるのかるのかるのか？？？？
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植物植物植物植物施肥由来施肥由来施肥由来施肥由来�濃度濃度濃度濃度(%) =
植物植物植物植物	
�濃度濃度濃度濃度−無施肥区植物無施肥区植物無施肥区植物無施肥区植物	
�濃度濃度濃度濃度

肥料肥料肥料肥料	
�−大気大気大気大気	
�濃度濃度濃度濃度
 

自然存在比自然存在比自然存在比自然存在比をををを用用用用いたいたいたいた施肥窒素施肥窒素施肥窒素施肥窒素のののの挙動挙動挙動挙動をををを定量的定量的定量的定量的にににに評価評価評価評価するにはさらなるするにはさらなるするにはさらなるするにはさらなる検討検討検討検討がががが必要必要必要必要

まとめまとめまとめまとめ

植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来N量量量量

改良式改良式改良式改良式

0

2

4

6

8

10

10日日日日 21日日日日植
物
施
肥
由
来

植
物
施
肥
由
来

植
物
施
肥
由
来

植
物
施
肥
由
来

N
量量 量量

(m
g

/p
o

t)
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0日日日日 10日日日日 15日日日日 21日日日日

施肥後日数施肥後日数施肥後日数施肥後日数

無施肥区植物無施肥区植物無施肥区植物無施肥区植物15N濃度濃度濃度濃度のののの経時的変化経時的変化経時的変化経時的変化

なるなるなるなる

改良式改良式改良式改良式によるによるによるによる植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来N量量量量

有意差有意差有意差有意差がないことからがないことからがないことからがないことから改改改改
良式良式良式良式によりナチュラルによりナチュラルによりナチュラルによりナチュラル区区区区
でもでもでもでも植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来植物施肥由来N量量量量をををを
正確正確正確正確にににに評価評価評価評価できたできたできたできた

改良式改良式改良式改良式でもでもでもでも対照区対照区対照区対照区とナチュラルとナチュラルとナチュラルとナチュラル区区区区
でででで有意差有意差有意差有意差があったがあったがあったがあった
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